自然主義と いふ 言葉と ヒロイックと 云 ふ 文字 は 

〔せんだい ひら〕 〔とうざん〕 

仙 台 平の 袴と 唐 桟の 前掛の 様に 懸け離れ たもので 

ある。 従って 自然主義 を 口にする 人 は ヒロイック を 描 

かない。 実際 そんな 形容の つく 行為 は 二十世紀に は 無 

あたま き 【もっと〕 

い 害 だと 頭から 極めて か、 つて ゐる。 尤 もで ある。 

けれども 実際 世の中に な い 又は 少な いと 云 ふ 事実と、 

馬鹿げ てゐ る、 滑稽で あると 云 ふ 事実と は 違 ふべき 害 

である。 吾々 の 見渡した 世間に さう 眼に つく 程 ご 

〔だき〕 

ろくして ゐ ない 物のう ちに は、 常人 さへ 唾棄して 顧 

みなくな つた (従って 存在の 権利 を 失った) の も 沢山 

ある だら うが、 貴重な ため 容易に 手に入り かねる の も 



も だ 

しむの 必要 もなければ 之に 悶 ゆるの 理由 もない 害で あ 

る。 

〔うけが〕 

一 たび 此 論断 を 肯 つたと き、 彼等 は 彼等の 主観 

のうちに、 又 彼等の 理想のう ちに、 彼等の 平素 排斥し 

もろ/ \ もろ /[\- 

っゝ あるが 如く 見 ゆる 諸 の 善、 諸 の 美、 又もろ く 

の 壮と烈 との 存在 を肯 はねば ならぬ。 従って ヒロ イツ 

クは 彼等の 主張 せんと 欲して、 現実に 見出しが たきが 

【はばか 1 〔これ〕 

為め に、 これ を 描く を 禪 り、 もしくは 之 を 描く を 

恐る、 一 種の 行為と 云 はねば ならぬ。 

彼等に しても し 現実 中に 此 行為 を 見出し 得た ると き、 

彼等の 憚り も 彼等の 恐れ も 一 掃に して 拭 ひ 去る を 得べ 



〔いわ) 〔よば わ〕 

きで ある。 況 んゃ 彼等の 軽蔑 を や 虚偽 呼 リをゃ 

である。 余 は 近時 潜航艇 中に 死せ る 佐久間 艇長の 遺書 

〔おなじ〕 

を 読んで、 此 ヒロイックなる 文字の、 我等と 時 を 同 

くす る 日本の 軍人に よって、 器械 的の 社会の 中に 赫 

として 一 時に 燃焼せられ たる を 喜ぶ ものである。 自然 

派の 諸君 子に、 此 文字の、 今日の 日本に 於て 猶 真個 

の 生命 ある を 事実の 上に 於て 証拠立て 得た るを賀 する 

ものである。 彼等の 脳 中より ヒロイック を 描く 事の 憚 

リと 恐れと を 取り去って、 随意に 此方 面に 手 を 着けし 

むる の 保証と 安心と を 与へ 得た るを慶 する ものである _ 

往時 英国の 潜航艇に 同様 不幸の 事の あった 時、 艇員 
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